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  神奈川県高等学校視聴覚教育研究会  校内放送委員会 

 委員校・役員校選任パターン  

 

                                                2007.4.24 

１）委員校・役員校選任パターン   

 

  ①委員校は、毎年顧問総会において６校選出される。その地域別選出法は 

  以下の通り。    

 

      横浜地区・・・・・・・・・・・・・２校（県立1校、市･私立1校） 

       川崎・横須賀・三浦・湘南地区・・・２校 

        北相・西湘地区・・・・・・・・・・２校 

        

        合計                           ６校                           

 

  ②前年度選出された委員校のうち、3校は役員校に昇格する。（任期は２年） 

  残りの３校はさらに１年委員校となる。 

 ③つまり、校内放送委員会は、毎年役員校６校、委員校９校の体制で運営される。 

 

２）各地区の委員校選出の方法 

 

あ）川崎・横須賀・三浦・湘南地区    

 

順

位 
        

1 県立茅ヶ崎    21 県立津久井浜   

2 日大藤沢  05  22 川崎市立川崎   

3 湘南工科大付属    23 県立百合丘   

4 県立久里浜    24 法政大学第二  2004 

5 県立三浦臨海    25 県立横須賀 99  2004 

6 県立横須賀大津    26 県立追浜 98  2005 

7 逗子開成             27 県立新城 99 

8 県立住吉         28 県立大師 99 

9 県立向の岡工    29 県立麻生総合 00  2004 

10 県立逗子                30 県立多摩 2000 

11 横須賀学院         31 川崎北 2002 

12 県立生田東              32 川崎市立商業 2002 

13 県立生田    33 県立平塚江南 2002 

14 市立横須賀    34 県立藤沢工科 2003 

15 県立逗葉    35 県立高浜   

16 県立川崎工業    36 県立大船   

17 県立菅           37 川崎市立橘   

18 カリタス女子    38 県立鎌倉   

19 川崎市立高津    39 湘南白百合   

20 県立川崎    40     

    41     

   ａ）新しい学校が加入してきた時は、一番最後に回す。 

   ｂ）部員数の関係で、委員校になれない学校は、後に回し、復帰した時点で委員校として復帰する。 



い）横浜地区（改訂版） 

      県立高校は、あいうえお順で１校。 

      市立と私立は、交替で１校。 

県立   市立   

旭   横浜創英 ９７  

和泉    ９８ 

磯子   法政大学女子 ９９  

市が尾   市立南 ００ 

江田   捜真女学校 ０１ 

岡津   市立金沢 ０２ 

金井 ００ 市立戸塚 ０３ 

神奈川工業 ００ 富士見丘 ０４ 

神奈川総合 ０３ 鶴見女子 ０５ 

釜利谷   日本大学 ０６ 

上矢部   横浜国際女学院翠稜 ０７  

川和   横浜清風 ０８  

岸根   ※横浜英和女学園 ０３ 

希望が丘     

港南台   みなと総合  

港北   神奈川学園  

商工    神奈川大附属  

城郷  慶應義塾  

新栄   市立桜ヶ丘  

瀬谷西 ０１ サレジオ学園   

鶴見 ０１ 聖ヨセフ学園  

永谷 ０４ 高木学園女子   

新羽   鶴見工業  

白山 ０２ 桐蔭学園  

柏陽   白鴎女子   

松陽   市立東   

六ツ川 ０５ 森村学園  

元石川 ０３  横浜   

横浜桜陽   横浜学園   

横浜翠嵐 ０２ 横浜共立学園   

横浜南陵   横浜商工   

横浜平沼   横浜女学院  

＊金沢総合  横浜隼人  

☆鶴見総合  横浜双葉  

※横浜旭陵  横浜山手女子   

     

     

（０５．４承認）市立高校で１５年度Ｎコンに参加しているのは金沢高校と戸塚高校の２校だけですので、

私立の順番に入れて毎年私立・市立から順番に一校選出する。 

（参考）例年は市立、私学の順番を隔年で回していた。しかし、02，03年度に市立高校が連続したのは、

私学の順番が分からなかったため、戸塚高校が03年度に委員校を受ける形になった。そのため、

04，05年度と私立が連続していた。 

（０６.４検討）富岡・東金沢（＊）が統合で金沢総合、平安・寛政（☆）が統合で鶴見総合、都岡・中

沢（※）が統合で横浜旭陵になりました。０６年度の委員校決定後、横浜平沼高校の後に記載します。 



  う）北相・西湘地区 

   高視研の北相地区学校名簿から「あいうえお」順。終了後、西湘地区学校名簿から「あいうえお」順。 

 

北相地区   西湘地区   

麻布大附属淵野辺 ０４ 足柄 ０３ 

厚木東    伊志田   

厚木南   伊勢原   

綾瀬   小田原   

綾瀬西   小田原城東   

有馬 ※０５ 小田原城北工業   

海老名 ０５ 向上 ０４ 

大沢   西湘   

上溝   相洋   

上溝南   秦野   

栗原   山北   

相模大野   湯河原   

相模女子大高等部 ００ 吉田島農林   

相模田名 ００    

相模原       

座間 ０１     

星槎宮沢       

東海大学附属相模 ０１     

橋本       

ひばりが丘       

弥栄西       

弥栄東       

大和 ０２     

大和西 ０２     

大和東 ０３     

 


